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た｡ 第 1は完全なウイルス粒子で, 核酸を含み, 血球凝集能 (HA)と感染能を持つ (Ⅴ抗原)｡ 第2は核
酸含有量が少なく, HA はもつが感染能を欠く (Ⅴ抗原)｡ 第3はこれらを持たない 4S の沈降係数を も
つタンパク (S 抗原) であった｡
ついで著者は, Ⅴ抗原とS 抗原の抗原性をになう物質の生化学的, 免疫学的特性を比較した｡ 生化学的





推定し, S 抗原の出現と行方を追求した｡ 感染の暗黒期の終わり頃, S 抗原は細胞内に蓄積しはじめ, そ
の後 Ⅴ 抗原が検出できる時期においては, 細胞外でも見出される｡ 暗黒期中に合成されるS抗原を 3H
バリンで標識すると, その後の時間経過につれて, 3H-S抗原は減少するが, 逆に 3H-Ⅴ 抗原は増加
する｡ S一抗原が集合してⅤ抗原の形態へと変換することをこのことは示唆するものである｡





れてきた｡ にもかかわらず, そのタンパクについては, ほとんど知られていない｡ しかし, その構造の簡
単さから考えて, タンパク Subnitの集合から一つの形態の形成を考える上に有利な材料であろう｡ レオ
ウイルスでは, 培養中に不完全粒子である coreless粒子の生産は知られているが, 主論文中で著者はウ
イルス粒子の素材としての coatproteinを coreless粒子形成以前の段階にとらえたことに意味がある｡
すなわち, ウイルス感染に特異的な4Sタンパク (S 抗原) は, 感染後ウイルス粒子形成前の時期に細胞
内に見出され, また粒子を可溶化した際にも同じ抗原性のあるタンパクが認められるので, この 4S タン
パクが粒子タンパクの subnit であることを示唆した｡ これは, 電子顕微鏡的に観察される構造単位と化
学的組織との結びつきを一歩進めたといえよう｡
上記の成果をふまえて, 著者はS抗原の感染細胞内での出現とその消長を研究している｡ 感染後ウイル





要するに, 今井浄子は免疫学的方法を駆使することによって, ウイルス粒子成熟過程を追求し, この分
野に貢献するところの大きい成果をおさめており, 理学博士の学位論文として価値があるもの と思 われ
る｡
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